
古紙配合率100％再生紙を使用しています

 ５日（水） 本会議　提案説明
 ６日（木） 本会議　大綱質疑～委員会付託、一般質問
 ７日（金） 本会議　一般質問
 １０日（月） 本会議　一般質問
 １１日（火） 本会議　一般質問
 １２日（水） 市民福祉常任委員会
 １３日（木） 経済建設常任委員会
 １４日（金） 総務文教常任委員会
 １９日（水） 本会議　委員長報告～採決
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市政を問う

平成23年度決算審査 P13

議案賛否一覧 P2

大綱質疑 P4

一般質問 P6

議 論を重ねています

2学期からスタート！！
希望あふれる新校舎

三条市議会 検索

　残暑が続く中の９月議会と
市議会だよりの編集作業でし

たが、10月に入ると朝晩はめっきりと涼しくなりました。気持ちが
良くて、眠りが深くなったような気がします。
　「携帯電話やパソコン、ゲームなどのディスプレー画面の光
によって睡眠に影響が出る」という話を聞きました。睡眠誘導ホ
ルモンであるメラトニンの分泌が抑制されるためのようです。
　小さな画面に集中すると交感神経が活性化されて目がさえ
てしまい、睡眠不足につながるようです。
　秋深し、ついつい夜更かししてしまいがちです。くれぐれもお
体をご自愛ください。

編 集 後 記

 7月
 ２日 神奈川県藤沢市議会視察来条
 ３日 千葉県八千代市議会視察来条
   自由クラブ行政視察　～５日

（北海道室蘭市、三笠市、小樽市）
 4日 愛知県北名古屋市議会視察来条
 ５日 埼玉県川越市議会視察来条
 ６日 議会運営委員会
 ９日 議会報編集委員会
  北海道室蘭市議会視察来条
 10日 議会運営委員会
　  三市議長会議・三市議会議員合同研

修会（田上町）
 11日 東京都府中市議会視察来条
 　　 清流・佐藤(宗)議員行政視察　～１３

日（北海道札幌市、泊村、千歳市）
 １７日 第４回臨時会本会議
 　　 小中一貫教育等調査特別委員会
 １８日 議会報編集委員会
  宮崎県西都市議会視察来条
 １９日 岩手県二戸市議会視察来条
 ２０日 議会報編集委員会
 ２１日 自治体学校[日本共産党議員団]　

～２３日（静岡県浜松市）
 ２３日 市民福祉常任委員協議会
 ２４日 国道２８９号線建設期成同盟会総会

（東京都）
  栃木県栃木市議会視察来条
  村上市議会視察来条
 ２５日 広島県呉市議会視察来条

 ２６日 兵庫県稲美町議会視察来条
 ２７日 大阪府富田林市議会視察来条
 　 東京都品川区議会視察来条
 ３０日 新潟県特別豪雪地帯市町村議会協

議会県要望
 　 東京都中野区議会視察来条
 ３１日 群馬県前橋市議会視察来条

 8月
 １日 埼玉県白岡町議会視察来条
 ２日 五十嵐川等改修事業調査特別委員

会
  経済建設常任委員協議会
 ３日 新潟県特別豪雪地帯市町村議会協

議会中央要望
 ６日 埼玉県越谷市・吉川市・松伏町議会視

察来条
 ７日 埼玉県上尾市議会視察来条
  ８日 佐賀県鹿島市議会視察来条
 21日 佐賀県唐津市議会視察来条
 ２２日 中越地区市議会議員合同研修会

（長岡市）
 ２８日 千葉県柏市・我孫子市議会視察来条
  新潟県市議会議長会秋季定期総会

（佐渡市）
 ２９日 各派代表者会議
　 　 議案概要説明会
　  議会運営委員会

 9月
 ４日 議会運営委員会
 ５日 本会議[決算審査特別委員会設置～

委員選任、提案説明]
  決算審査特別委員会
 ７日 本会議[大綱質疑～委員会付託、

一般質問]
 １０日 本会議[一般質問]
 １１日 本会議[一般質問]
 １２日 本会議[一般質問]
  議会報編集委員会
 １３日 市民福祉常任委員会
  市民福祉常任委員協議会
 １４日 経済建設常任委員会
 １８日 総務文教常任委員会
  総務文教常任委員協議会
 １９日 決算審査特別委員会[市民福祉分科会]
 ２０日 決算審査特別委員会[経済建設分科会]
 ２１日 決算審査特別委員会[総務文教分科会]
 ２５日 決算審査特別委員会
 ２６日 各派代表者会議
　  議会運営委員会
 ２７日 本会議[委員長報告～採決]
　  経済建設常任委員協議会

みなさんの税金が
このように使われました
みなさんの税金が
このように使われました

ざくろの実
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議 案 賛 否 一 覧
○：議案に対して賛成　　×：議案に対して反対

会派名 　　　
（下段は所属議員数）　

　議　案

自
由
ク
ラ
ブ

新
政
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

清

流

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

無

所

属

議

決

結

果
区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 10 4 4 3 2 2 1
〔市長提出〕

条例

議第１号 三条市空き家等の適正管理に関する
条例の制定について

空き家等の適正な管理に必要な事項を定め、空き家等が管理不全な状態と
なることの防止を図り、市民の安全で安心な暮らしの実現に寄与することを
目的とする　施行期日：平成２５年１月１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第２号 三条市立保育所条例の一部改正につ
いて

田島保育所を民営化するとともに、荒沢保育所と名下保育所を統合して民
営化することに伴い、平成２５年３月３１日限りでこれらの保育所を廃止する
もの　施行期日：平成２５年４月１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第３号 三条市防災会議条例等の一部改正
について

災害対策基本法の一部改正に伴い、地方公共団体の防災会議と災害対策
本部の役割の見直しが行われたことなどから、関係する条例について必要な
改正を行うもの　施行期日：公布の日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第４号 三条市交流促進センター条例の一部
改正について

観光振興による地域経済活動の活性化を行うため、交流促進センターの施
設を改修し、下田地域交流拠点施設として整備することに伴い、必要な改正
を行うもの　施行期日：規則で定める日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その
他

議第５号 新潟県中越衛生処理組合規約の変
更について

新潟県中越衛生処理組合の解散に伴う事務の承継について、必要な改正
を行うもの　
施行期日：新潟県知事の許可の日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第６号 新潟県中越衛生処理組合の解散につ
いて

地方自治法第２８８条の規定により、平成２４年９月３０日限りで、新潟県中
越衛生処理組合を解散するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第７号 市道路線の認定及び変更について 認定路線　３路線　実延長	 	 ２０４．４ｍ
変更路線　１路線　実延長（増加分）	 	 ５５．３ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

予算

議第８号 平成２４年度三条市一般会計補正予
算

中心市街地活性化事業費、私立保育園運営費等の追加
補正額	 ２億８，９７４万３，０００円
補正後の額	 ４９６億１４３万２，０００円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第９号 平成２４年度三条市介護保険事業特
別会計補正予算

介護給付費準備基金積立金等の追加
補正額	 １億１，３２５万円
補正後の額	 ８６億６，３６５万円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第10号 平成２４年度三条市農業集落排水事業特別会計補正予算
農業集落排水施設災害復旧費の追加
補正額	 １７０万円
補正後の額	 ６億４，２５０万円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第11号 平成２４年度三条市公共下水道事業特別会計補正予算
償還金の追加
補正額	 ８６５万５，０００円
補正後の額	 ２８億７，６７５万５，０００円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その
他 議第12号 平成２３年度三条市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２３年度三条市水道事
業会計未処分利益剰余金を処分するもの
１　当年度未処分利益剰余金	 ３４０万円
２　利益剰余金処分額
　		利益積立金	 ３４０万円
３　翌年度繰越利益剰余金	 ０円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

決算

認定
第1号

平成２３年度決算の認定について
（三条市一般会計及び各特別会計）

一般会計決算額　支出	 ５７９億６，２７９万７，８８８円
特別会計決算額　支出	 ２２１億７５５万２，５７９円 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認　　定

認定
第２号

平成２３年度決算の認定について
（三条市水道事業会計）

収益的収支決算額　支出	 ２０億７，２４２万２，８８５円
当年度純利益	 ３４０万円
有収率　　	 ８４．９％

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

　

９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
か
ら
27

日
ま
で
23
日
間
に
わ
た
って
開
か
れ
ま
し

た
。

　

初
日
は
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設

置
及
び
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
出
議
案
は
、「
三
条
市
空
き

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
」な
ど
の
条
例
案
件
４
件
の
ほ
か
、中

心
市
街
地
に
お
け
る
拠
点
施
設
の
整
備

に
対
す
る
補
助
金
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」

３
億
円
、「
平
成
24
年
度
三
条
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」１
億
円
、

「
平
成
24
年
度
三
条
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」１
７
０
万

円
、「
平
成
24
年
度
三
条
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」９
０
０
万

円
、「
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定
」な
ど

10
件
の
計
14
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
議
案
原
案
の
と
お
り
決
定

９
月
定
例
会

（
平
成
24
年
第
5
回
）

（↖ 3 ページにつづく）

会派名 　　　
（下段は所属議員数）　

　議　案

自
由
ク
ラ
ブ

新
政
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

清

流

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

無
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属

議

決

結

果
区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 10 4 4 3 2 2 1

〔議員発案〕

意見
書

議員発案
第１号

私立高校生が学費を心配せず学べる
ように、私学助成の増額・拡充を求め
る意見書の提出について

私学助成制度の拡充による学費の公私間格差是正などを要望する意見書
を提出するもの　　
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大
臣、総務大臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員発案
第２号

私立高校生が学費を心配せず学べる
ように、私学助成の増額・拡充を求め
る意見書の提出について

私学助成制度の拡充による学費の公私間格差是正などを要望する意見書
を提出するもの　
提出先：新潟県知事

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

〔請　　願〕 ＊1

請願

請願
第30号 私学助成の増額・拡充を求める請願 私立高校に通う高校生とその保護者に係る学費の公私間格差という不公平

な状態を解消するため、学費の保護者負担の軽減を求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

請願
第31号 教育費無償化の前進を求める請願 公立高校の授業料不徴収及び私立高校等の就学支援金制度の維持、拡

充などを求めるもの × ※
１ ○ × ○ × × 不 採 択

請願
第32号 行き届いた教育の前進を求める請願 全ての小、中学校、高等学校において３０人学級の実現、新たな教職員定

数改善計画を策定し計画的な教職員の増員を求めるもの × ※
２ × × ○ × × 不 採 択

平成24年第３回定例会で継続審査となった
請願
第28号

年金額の特例水準解消の名による
２．５％削減に反対する請願 特例水準解消の名による公的年金２．５％削減は行わないことを求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続審査

※１　西川哲司議員、島田伸子議員、鶴巻俊樹議員は賛成。髙坂登志郎議員は反対。
※２　西川哲司議員、島田伸子議員は賛成。髙坂登志郎議員、鶴巻俊樹議員は反対。

《用語解説》 ＊1⃝請願…地方公共団体に対して、損害の救済、公務員の罷免、法律・命令・規則の制定・廃止・改正その他の事項に関しての希
望を、文書で申し出ること。

自 由 ク ラ ブ
○久 住 久 俊 下 村 喜 作 佐 藤 和 雄 阿部銀次郎 熊 倉　  均

武 石 栄 二 梶　　   勉 吉田進一郎 森 山　  昭 土 田 俊 人
新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎 西 川 哲 司 島 田 伸 子 鶴 巻 俊 樹
新 し い 風 ○杉 井　  旬 岡 田 竜 一 藤 田 博 史 名古屋   豊
清 流 ○西 川 重 則 横 山 一 雄 山 田 富 義

日本共産党議員団 ○小 林　  誠 武 藤 元 美

公 明 党 議 員 団 ○野 崎 正 志 笹 川 信 子
無 所 属 佐 藤 宗 司

○：会派の代表者

会 派 所 属 議 員

定 例 会・議 案 賛 否 一 覧 定 例 会・議 案 賛 否 一 覧
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市
政
を
問
う

今
定
例
会
で
は
、
全
6
会
派
が
大

綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

《用語解説》 ＊1⃝大綱質疑…提出された議案について、詳細な審査を行う委員会に付託する前に、大まかに
質疑を行うもの。

＊1

■
議
第
１
号
三
条
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
三
条
市
に
は
ど
の
く
ら
い
空
き
家
が
あ

る
の
か
。ま
た
、条
例
を
制
定
し
て
空
き
家

対
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
空
き
家
数
は
３
９
７
０
戸
、空
き
家
率

は
10・８
％
で
あ
る
。倒
壊
や
破
損
に
よ
る
生

命
、財
産
等
の
被
害
防
止
に
努
め
る
。

問
実
態
の
把
握
、調
査
の
組
織
体
制
は
ど

う
か
。

答
消
防
、警
察
、自
治
会
長
、民
生
委
員
な

ど
の
協
力
を
願
う
。環
境
課
職
員
、建
築
課

職
員
で
実
態
把
握
す
る
。

問
代
執
行
を
想
定
し
た
物
件
は
あ
る
の

か
。施
行
日
が
１
月
１
日
だ
が
、冬
期
の
対

策
を
考
え
て
の
こ
と
か
。

答
現
在
、行
政
代
執
行
は
想
定
し
て
い
な

い
。積
雪
時
期
を
前
に
施
行
す
る
こ
と
で
、

仮
に
管
理
不
全
の
空
き
家
等
が
あ
っ
た
場

合
、被
害
を
防
ぎ
た
い
。

■
議
第
２
号
三
条
市
立
保
育
所
条
例
の一

部
改
正
に
つ
い
て

問
移
管
予
定
の
福
祉
法
人
の
運
営
実
績

は
ど
う
か
。名
下
保
育
所
統
合
後
の
跡
地

利
用
は
ど
う
か
。統
合
に
つ
い
て
の
理
解
は

得
ら
れ
た
の
か
。

答
田
島
保
育
所
の
移
管
先
法
人
の
社
会

福
祉
法
人
三
条
福
祉
会
は
、一ノ
門
わ
く
わ

く
保
育
園
を
、荒
沢
保
育
所
の
移
管
先
法

人
の
社
会
福
祉
法
人
し
た
だ
は
、お
ぎ
ぼ

り
、あ
い
あ
い
、い
い
だ
の
３
保
育
園
を
運
営

し
て
い
る
。跡
地
の
利
用
方
法
は
決
ま
って
い

な
い
。保
護
者
、地
域
か
ら
理
解
を
得
た
。

問
荒
沢
保
育
所
と
名
下
保
育
所
の
統
合
、

民
営
化
で
、送
迎
バ
ス
の
維
持
、管
理
は
大

丈
夫
か
。今
回
の
よ
う
な
場
合
、民
営
で
な

く
公
立
で
運
営
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
は
年
間
１
０
０
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。移
管
先
法

人
は
こ
れ
ま
で
も
実
績
が
あ
る
。

■
議
第
３
号
三
条
市
防
災
会
議
条
例
等
の

一部
改
正
に
つ
い
て

問
防
災
会
議
の
消
防
団
長
の
定
数
が
３
か

ら
１
に
な
る
。広
域
性
を
考
え
各
方
面
隊
か

ら
選
出
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
防
災
会
議
が
審
議
機
関
に
性
格
を
変

え
た
こ
と
で
、消
防
団
と
し
て
の
統
一
見
解

を
述
べ
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
か
ら
定
数

を
減
じ
た
。

■
議
第
４
号
三
条
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

問
名
称
を
三
条
市
下
田
地
域
交
流
拠
点

施
設
に
変
え
る
理
由
と
検
討
状
況
は
ど
う

か
。答下

田
地
域
の
活
性
化
を
図
る
拠
点
施
設

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。住
民
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、施
設
の
レ
イ
ア
ウ

ト
、事
業
内
容
、運
営
方
法
を
検
討
し
た
。

■
議
第
９
号
平
成
24
年
度
三
条
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

問
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
23
年
度
決

算
認
定
に
お
い
て
、歳
入
歳
出
差
引
残
額
約

１
億
１
３
２
１
万
円
の
う
ち
、約
８
３
１
９
万

円
を
補
正
予
算
で
基
金
に
計
上
し
て
い
る
。

昨
年
は
３
８
０
万
円
で
あ
っ
た
。増
額
し
て
基

金
積
み
立
て
を
し
た
要
因
は
何
か
。

答
平
均
利
用
月
額
な
ど
が
当
初
計
画
よ

り
下
回
り
、約
５
０
０
０
万
円
の
差
が
生

じ
、介
護
給
付
費
及
び
介
護
予
防
給
付
費

で
事
業
所
か
ら
約
３
０
０
０
万
円
返
還
さ

れ
た
。合
計
８
０
０
０
万
円
を
基
金
へ
積
み

立
て
た
。

■
認
定
第
１
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て（一般
会
計
等
）

問
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の一
環
と
し
て

設
置
し
た
生
ご
み
堆
肥
化
施
設
に
は
、学
校

給
食
の
残
り
だ
け
で
、事
業
所
か
ら
毎
日
、

排
出
さ
れ
て
い
る
生
ご
み
は
回
収
さ
れ
て
い

な
い
。な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

答
事
業
所
の
生
ご
み
を
完
熟
堆
肥
化
セ
ン

9月
定例会大
綱
　

　
質
疑

タ
ー
に
搬
入
す
る
場
合
は
水
分
を
よ
く
切

る
、可
燃
ご
み
と
分
別
す
る
な
ど
の
手
間
が

か
か
る
こ
と
な
ど
の
た
め
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
。今
後
は
受
け
入
れ
手
数
料
見
直
し

の
検
討
や
、一般
家
庭
の
生
ご
み
搬
入
に
つ
い

て
も
社
会
実
験
的
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
一
般
会
計
決
算
の
執
行
率
は
歳
入
が
78・

5
％
、歳
出
が
75・3
％
と
低
い
。歳
出
の
４

分
の
１
が
未
執
行
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
第一中
学
校
区
、第
二
中
学
校
区
の
小
中

一
体
校
の
建
設
費
の
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し

や
災
害
復
旧
事
業
、東
日
本
大
震
災
緊
急

対
策
資
金
預
託
金
、新
潟・福
島
豪
雨
災
害

緊
急
対
策
資
金
預
託
金
の
不
用
額
な
ど
に

よ
り
執
行
率
が
低
下
し
た
。適
正
な
見
積

も
り
に
よ
る
予
算
計
上
と
効
率
的
な
執
行

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
三
条
市
財
政
状
況
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
国
と
地
方
が
抱
え
て
い
る
財
政
状
況

は
、行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
た
と

い
う
認
識
。財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
新
経

営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
た
。

問
各
指
数
、財
政
目
標
の
決
算
に
お
け
る

評
価
は
ど
う
か
。

答
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
財
政
の
硬
直

化
が
進
ん
だ
。公
債
費
比
率
は
改
善
し
た
。

問
決
算
状
況
の
広
報
に
つい
て
９
月
議
会
前

周
知
の
根
拠
は
。専
門
用
語
が
多
す
ぎ
る
。

答
議
会
前
の
発
行
は
問
題
な
い
。理
解
し

や
す
い
よ
う
他
市
を
参
考
に
す
る
。

問
時
間
外
勤
務
増
加
の
要
因
は
何
か
。福

祉
保
健
部
で
の
減
少
の
背
景
は
何
か
。

答
７・29
豪
雨
災
害
、東
日
本
大
震
災
が

原
因
で
あ
る
。福
祉
保
健
部
の
減
少
は
縮

減
対
策
が
要
因
の一つ
で
あ
る
。

問
市
税
の
回
収
努
力
は
ど
う
か
。

答
２
グ
ル
ー
プ
３
班
体
制
で
徴
収
体
制
の

強
化
を
図
っ
た
。

問
平
成
23
年
度
の
事
務
報
告
書
で
は
、三

条
市
の
公
営
住
宅
は
８
６
３
戸
の
う
ち
入

居
世
帯
数
は
８
３
４
戸
で
あ
り
、29
戸
が
空

き
室
と
な
っ
て
い
る
。空
き
室
の
状
況
は
、現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。そ
し
て
、今
後
の

公
営
住
宅
の
改
築
、改
修
の
計
画
は
ど
う

か
。加
え
て
、空
き
室
解
消
の
方
策
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
三
条
市
の
公
営
住
宅
は
、昭
和
40
年
、

50
年
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
６
割
を
占
め

て
老
朽
化
が
進
行
し
、古
い
住
宅
か
ら
空
き

室
が
生
じ
て
き
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
現

在
、長
期
的
視
点
に
立
ち
、既
存
の
公
営
住

宅
の
維
持
管
理
費
用
の
抑
制
も
考
え
、平

成
24
、25
年
度
の
２
か
年
で
三
条
市
市
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
向
け
、取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。平
成
23
年
度
か
ら

偶
数
月
に
空
き
室
状
況
を
広
報
さ
ん
じ
ょ

う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
、奇
数

月
に
抽
選
を
行
って
い
る
。こ
の
よ
う
に
募
集

回
数
を
増
や
し
な
が
ら
、よ
り
き
め
細
や
か

な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
三
条
市
私
債
権
管
理
条
例
が
今
年
１

月
に
制
定
さ
れ
た
。督
促
や
強
制
執
行
等

の
処
理
基
準
が
明
ら
か
に
な
り
、徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
私
債
権（
住
宅
使
用
料
、

水
道
料
金
な
ど
）を
放
棄
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。３
月
ま
で
の
実
績
は
ど
う
か
。

答
債
権
の
放
棄
は一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、50
万

円
未
満
の
私
債
権
に
つ
い
て
３
月
末
で
、合

計
１
１
９
１
件
、約
５
６
６
万
円
を
不
納
欠

損
処
分
と
し
た
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
で
、三
条
マ

ル
シ
ェ
を
７
回
開
催
し
た
。開
催
場
所
の
商

店
へ
の
波
及
効
果
は
ど
う
か
。

答
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、既
存
店
舗
が
マ

ル
シェ
を
活
用
し
て
新
規
顧
客
を
取
り
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

問
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
費
に
つ
い
て
、

内
閣
府
は
地
震
災
害
に
お
い
て
対
策
を
講

じ
れ
ば
被
害
を
減
ら
せ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
は
重
要
だ
が
、

進
ま
な
い
原
因
は
何
か
。

答
昨
年
は
水
害
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

耐
震
改
修
は
資
金
的
な
問
題
も
あ
り
、な

か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■
認
定
第
２
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て（
水
道
事
業
会
計
）

問
千
年
悠
水
の
売
り
上
げ
減
や
ブ
ラ
ン
ド

化
が
全
庁
的
な
取
り
組
み
に
な
ら
な
い
原

因
は
何
か
。

答
市
場
が
飽
和
状
態
で
廉
価
販
売
競
争

が
あ
る
。全
庁
的
に
周
知
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
議
員
団

　

認
定
第
１
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認

定
（
一般
会
計
等
）
に
つい
て
、
職
員
人
件

費
の
正
規
職
員
を
減
ら
し
非
正
規
職
員
を

増
や
す
手
法
は
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
は
一
部
の
事
業
所
だ
け
支

援
す
る
の
で
は
な
く
、
市
内
業
者
に
広
く

経
済
波
及
効
果
が
及
ぶ
支
援
を
取
る
べ
き

で
、
成
長
産
業
分
野
進
出
支
援
事
業
補

助
金
は
反
対
で
あ
る
。
商
工
会
議
所
振
興

事
業
費
補
助
金
は
、
小
規
模
、
下
請
業
者

に
責
任
を
持
つ
商
工
行
政
が
進
め
る
べ
き

で
、
商
工
会
議
所
に
丸
投
げ
す
る
よ
う
な

補
助
に
反
対
す
る
。　

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
75

歳
と
い
う
年
齢
で
差
別
す
る
医
療
制
度
で

あ
り
制
度
廃
止
の
立
場
か
ら
反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

国
か
ら
見
込
め
な
い
と
さ
れ
て
い
た
特
別

調
整
交
付
金
５
０
０
０
万
円
が
入
っ
た
た

め
、一般
会
計
か
ら
の
繰
入
予
定
額
が
そ
の

分
差
し
引
か
れ
た
。
国
保
税
が
払
え
な
い

人
が
増
加
す
る
中
で
、
繰
り
入
れ
は
そ
の

ま
ま
国
保
会
計
に
入
れ
、
赤
字
解
消
に
回

す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

　

請
願
に
つ
い
て
、
本
請
願
と
同
趣
旨
の

30
人
学
級
を
求
め
る
請
願
は
、
第
３
回
定

例
会
で
採
択
済
み
。
ま
た
国
に
教
育
条
件

整
備
拡
充
を
求
め
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

自
由
ク
ラ
ブ

　

認
定
第
１
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認

定
（
一般
会
計
等
）
に
つい
て
、
当
初
予
算

で
掲
げ
ら
れ
た
５
つ
の
徹
底
・
３
つ
の
基
盤

強
化
の
着
実
な
推
進
に
加
え
、
災
害
復
旧

対
策
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
適
正

な
執
行
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
み
、
結
果
と

し
て
計
画
の
約
１
億
６
０
０
０
万
円
を
上

回
る
約
２
億
３
０
０
万
円
の
効
果
を
得
た

こ
と
は
、
評
価
を
惜
し
む
も
の
で
は
な
い
。

　

反
対
討
論
で
述
べ
ら
れ
た
期
限
付
任
用

職
員
報
酬
、
成
長
産
業
分
野
進
出
支
援

事
業
補
助
金
及
び
商
工
会
議
所
振
興
事

業
費
補
助
金
に
つい
て
は
、
い
ず
れ
も
予
算

の
趣
旨
及
び
目
的
に
沿
っ
て
適
正
に
執
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
瑕
疵
は
な
く
、
認
定

す
べ
き
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
で
は
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
瑕
疵
は

な
く
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
特
別

調
整
交
付
金
の
獲
得
な
ど
健
全
財
政
に
向

け
た
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つい
て
は
、一

自
治
体
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

制
度
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
意
見
に
は
賛

同
で
き
な
い
。

　

以
上
認
定
第
１
号
は
認
定
す
べ
き
。

　

請
願
に
つい
て
は
い
ず
れ
も
委
員
長
報
告

を
支
持
す
る
。

討

論
＊1

《用語解説》 ＊1⃝討論…提出議案や請願などについて、賛成・反対意見を表明することをいう。

大 綱 質 疑・討 論
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救
命
救
急
の
医
学
部
併
設
に
つ
い
て

 

質
問  

県
央
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
併
設

基
幹
病
院
に
、大
学
の
医
学
部
を
併
設
す

べ
き
と
い
う
運
動
が
あ
る
。今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
左
右
し
か
ね
な
い
大
き
な
問

題
だ
が
、市
長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。設
置
を
訴
え
始
め
て
す
で
に
6
年
が
過

ぎ
た
。あ
と
何
年
以
内
に
設
立
と
い
う
目
標

を
掲
げ
ら
れ
な
い
か
。

 

答
弁  

県
が
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
と

新
潟
県
厚
生
連
に
病
院
再
編
へ
の
参
画
に

つ
い
て
、検
討
を
要
請
し
て
い
る
。両
経
営

主
体
が
大
き
な
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
段
階
に
あ
っ
て
、大
学
医
学
部
設
置

の
大
き
な
課
題
を
さ
ら
に
上
乗
せ
す
る
こ

と
は
好
ま
し
く
な
い
。基
幹
病
院
の
設
置

を
遅
ら
せ
る
要
因
に
し
か
な
ら
ず
、到
底
、

容
認
で
き
な
い
。

　

県
央
基
幹
病
院
実
現
に
向
け
て
最
も

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、自
然
と
道
は
開
か

れ
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
も
見
通
せ
る
も
の

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
に
つ
い
て

 

質
問  

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
費
は一般
と

比
べ
て
高
す
ぎ
る
。交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど

は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
む一括
契
約
な

ど
を
検
討
す
べ
き
だ
。

 

答
弁  
各
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な

か
で
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
い
い
方
法
が

あ
る
か
ど
う
か
、検
討
し
た
い
。

　
三
条
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

 

質
問  

来
年
３
月
に
期
限
が
切
れ
る
中
小

企
業
金
融
円
滑
法
は
、中
小
零
細
企
業
の
倒

産
が
心
配
さ
れ
る
が
、三
条
市
と
し
て
の
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
弁  

三
条
市
と
し
て
は
、必
要
に
応
じ

て
中
小
企
業
振
興
資
金
、小
規
模
事
業
者

振
興
資
金
等
で
市
内
企
業
の
経
営
安
定
、

金
融
の
安
定
に
努
め
、引
き
続
き
金
融
機

関
と
連
携
し
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

地
場
産
業
の
振
興
と
人
口
流
出
の
対

策
に
つ
い
て

 

質
問  

地
場
産
業
の
衰
退
に
よ
る
企
業
の

撤
退
や
人
口
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出
に
伴
い

三
条
市
の
予
測
で
は
、平
成
28
年
度
の
人
口

は
、10
万
人
を
割
り
込
む
と
な
っ
て
い
る
。地

場
産
業
の
振
興
と
人
口
流
出
の
要
因
は
何

か
。

 

答
弁  

人
口
の
流
出
は
、若
年
労
働
者
層

が
非
常
に
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

最
大
の
理
由
は
、職
業
と
な
っ
て
い
る
。地

域
経
済
の
再
活
性
化
に
関
し
て
産
業
構
造

そ
の
も
の
の
変
換
を
図
っ
て
い
く
。

  

現
行
の
入
札
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て

 

質
問  

現
行
の
入
札
制
度
は
、腕
力
の
あ
る

企
業
、倫
理
観
の
な
い
会
社
が
有
利
に
働
い

て
い
る
が
改
正
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

今
現
在
は
制
度
の
改
正
を
行
う

考
え
は
な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

に
つ
い
て

 
質
問  

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
を
、新
潟

県
産
業
連
関
表
を
使
っ
て
試
算
す
る
と
、三

条
市
が
行
っ
て
い
る
成
長
産
業
分
野
進
出

支
援
事
業
で
は
波
及
効
果
は
補
助
金
額
の

２
倍
に
し
か
な
ら
な
い
が
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
は
８
倍
の
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。創
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
弁  

財
政
規
律
と
し
て
手
を
出
す
べ
き

分
野
な
の
か
ど
う
か
、し
っ
か
り
と
把
握

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

子
供
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

 

質
問  

６
月
定
例
会
以
降
、県
内
の
各
自
治

体
で
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。三
条
市
は
他

市
と
比
べ
大
き
く
引
き
離
さ
れ
た
感
が
あ

る
。引
き
上
げ
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

答
弁  

市
の
財
政
状
況
が
変
わ
っ
た
訳
で

は
な
い
。拡
充
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

施
設
使
用
料
の
減
免
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て

 

質
問  

全
額
免
除
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、緩
和
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

 

答
弁  

全
額
免
除
の
利
用
者
に
は
７
割
の

減
免
を
す
る
。ご
理
解
願
い
た
い
。

市
政
を
問
う

住宅リフォーム波及効果

　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

 

質
問  

今
年
も
猿
に
よ
る
被
害
が
出
て
い

る
。今
ま
で
の
対
策
は
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

 

答
弁  

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
こ
そ

効
果
が
あ
る
も
の
。地
域
へ
の
啓
発
活
動

に
努
め
て
い
く
。

農
作
物
へ
の
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て

 

質
問  

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
が
改
正
さ

れ
た
。課
題
は
被
害
対
策
実
施
隊
の
人
材
確

保
だ
が
、実
施
隊
設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

 

答
弁  

さ
ま
ざ
ま
な
方
策
で
被
害
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
。実
施
隊
の
設
置
に

つ
い
て
は
、関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し

た
い
。

　
複
式
学
級
の
解
消
に
つ
い
て

 

質
問  

懇
話
会
で
の
意
見
を
も
と
に
当
局

の
考
え
が
示
さ
れ
、大
浦
小
は
推
移
を
見
守

る
、飯
田
小
は
当
面
統
合
し
な
い
、荒
沢
小
、

森
町
小
は
保
護
者
を
中
心
に
統
合
を
望
む

声
が
多
い
と
あ
る
。統
合
準
備
委
員
会
設
立

を
考
え
て
い
る
か
。ま
た
、越
境
入
学
も
認

め
る
方
向
性
は
あ
る
か
。

 

答
弁  

９
月
末
を
め
ど
に
森
町
小
、荒
沢

小
の
統
合
を
前
提
と
し
た
統
合
準
備
委

員
会
の
設
立
を
提
案
し
た
い
。学
区
が
分

断
さ
れ
る
と
複
式
学
級
解
消
の
目
的
が

達
成
さ
れ
な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
。

豪
雪
地
域
に
お
け
る
利
雪
、克
雪
に

つ
い
て

 

質
問  

県
が
地
中
熱
、雪
冷
熱
を
利
用
し
た

住
宅
普
及
を
図
る
た
め
、実
験
や
調
査
に
乗

り
出
し
た
。取
り
組
み
た
い
と
意
欲
の
あ
る

人
が
あ
れ
ば
支
援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

 

答
弁  

県
の
取
り
組
み
は
承
知
し
て
い

る
。取
り
組
み
状
況
を
見
守
り
た
い
。よ

り
使
い
勝
手
が
い
い
手
続
き
な
ど
、内
容

に
つ
い
て
県
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

貝
喰
川
樋
門
排
水
事
業
に
伴
う
廃
川

敷
の
整
備
に
つ
い
て

 

質
問  

平
成
22
年
８
月
に
地
元
自
治
会
は
、

県
や
市
の
指
導
の
下
、貝
喰
川
廃
川
敷
利
活

用
検
討
会
を
設
置
し
た
。県
の
示
し
た
方
針

を
受
け
て
昨
年
11
月
に
は
市
長
の
案
内
で

県
知
事
に「
貝
喰
川
河
口
の
位
置
変
更
に
よ

り
生
じ
た
廃
川
敷
は
、ゴ
ミ
や
泥
が
た
ま
り

悪
臭
な
ど
不
衛
生
な
こ
と
か
ら
盛
り
土
な

ど
、有
効
利
用
が
可
能
な
整
備
」を
要
望
し

て
い
る
。

　
一連
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、公
有
財
産

と
し
て
利
活
用
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
普

通
で
な
い
の
か
。今
回
、突
然
の
民
間
に
対

す
る
貝
喰
川
の
占
用
許
可
や
払
い
下
げ
の

約
束
な
ど
は
、不
自
然
で
あ
り
不
可
解
で
あ

る
。今
ま
で
の
信
頼
関
係
を
無
に
す
る
決
定

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

答
弁  

貝
喰
川
廃
川
敷
の
整
備
は
、平
成

22
年
の
排
水
樋
門
の
完
成
に
伴
い
設
置

し
た
検
討
会
に
、県
が
廃
川
敷
の
地
盤
が

軟
弱
な
た
め
現
状
を
踏
ま
え
た
遊
歩
道

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
図
が
示
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。今
回
河
川
へ
の
浄
化
槽
設
置

の
占
用
許
可
に
伴
い
、県
か
ら
意
見
照
会

が
あ
り
、方
針
も
あ
る
程
度
定
ま
っ
て
き

て
い
る
と
判
断
し
た
。そ
の
上
で
許
可
に

対
し
支
障
が
あ
る
と
県
に
明
言
し
た
。し

か
し
、必
要
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
こ
と

か
ら
、許
可
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

大
津
市
中
学
校
２
年
生
い
じ
め
自
殺

事
件
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

 

質
問  
市
教
育
委
員
会
と
学
校
側
の
露
骨

な
隠
蔽
に
次
ぐ
隠
蔽
行
為
、な
ぜ
そ
う
な
る

と
思
う
か
。

 

答
弁  

事
情
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
コ

メ
ン
ト
で
き
な
い
。当
該
中
学
生
の
心
の

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
寄
り
添
う
努
力
な

ど
が
必
要
と
痛
感
し
て
い
る
。

三
条
市
観
光
基
本
計
画
の
観
光
振
興

に
つ
い
て

 

質
問  

い
い
湯
ら
て
い
ゴ
ッ
ツ
ォ・ラ
ー
テ
の

ビ
ジ
タ
ー
意
識
調
査
で
は
高
級
料
理
を
望

ん
で
な
い
。こ
の
施
設
は
誰
の
提
案
か
。メ

ニ
ュ
ー
に
な
ぜ
ウ
ー
ロ
ン
茶
が
無
い
の
か
。

 

答
弁  

ビ
ジ
タ
ー
調
査
よ
り
も
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
提
案
を
取
り
込
ん
だ
。

　

ウ
ー
ロ
ン
茶
の
話
は
根
も
葉
も
な
い
う

わ
さ
で
あ
り
、断
じ
て
な
い
。風
評
被
害
に

本
当
に
火
を
つ
け
る
よ
う
な
話
だ
。

経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
経
営
理
念
の

安
全
労
働
衛
生
に
つ
い
て

 

質
問  

正
規
職
員
の
削
減
、時
間
外
勤
務
の

慢
性
化
に
よ
る
休
暇
者
の
現
状
は
ど
う
か
。

安
全
衛
生
委
員
会
は
月
１
回
以
上
開
催
の

規
定
だ
が
ど
う
か
。

 

答
弁  

23
年
度
休
暇
者
は
療
養
49
人
、精

神
疾
患
13
人
、年
度
途
中
退
職
４
人
で
あ

る
。委
員
会
は
庁
舎
ご
と
に
年
２
回
か
ら

４
回
実
施
。規
則
は
努
力
義
務
で
あ
り
、

貝喰川排水樋門

人里近くに出てきた猿

一 般 質 問
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実
効
性
あ
る
開
催
方
法
を
検
討
中
で
あ

る
。

　
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

 

質
問  

脱
法
ハ
ー
ブ
等
の
認
識
と
今
後
の

対
応
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

簡
単
に
手
に
入
り
や
す
く
、青
少

年
に
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

 

質
問  

学
校
で
の
薬
物
教
育
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

学
習
指
導
要
領
に
則
し
、法
律
で

小
中
学
校
で
は
薬
物
乱
用
が
禁
止
さ
れ
、

そ
の
害
や
薬
物
依
存
の
悪
影
響
な
ど
を

学
習
し
て
い
る
。

　
若
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

質
問  

若
者
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
は

ど
う
か
。

 

答
弁  

地
域
に
残
る
た
め
に
は
働
く
場
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、人
材
の
確
保
、定

着
、育
成
の
観
点
で
会
議
を
開
催
し
、検

討
し
た
。公
、労
、市
が
当
面
の
課
題
と
し

て
共
通
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

　
孤
立
死
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

 

質
問  

高
齢
者
の一人
暮
ら
し
世
帯
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
た
め
に
、

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

関
係
す
る
社
会
主
体
が
横
の
連

携
を
取
っ
て
、日
々
の
活
動
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
に
尽
き
る
。見
守
り
事
業
は
、

対
象
地
域
の
拡
大
に
向
け
動
き
出
し
て
い

る
。

　
消
防
バ
イ
ク
導
入
に
つ
い
て

 

質
問  

消
防
バ
イ
ク
導
入
に
向
け
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

 

答
弁 

全
国
で
は
58
消
防
本
部
、１
８
３

台
導
入
さ
れ
て
い
る
。諸
課
題
、他
市
の

状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

  

四
日
町
交
流
セ
ン
タ
ー
の
存
続
に
つ
い
て

 

質
問  

（
仮
称
）第一中
学
校
区
統
合
小
学
校

の
開
校
後
、高
齢
者
の
交
流
の
場
で
あ
る
四

日
町
交
流
セ
ン
タ
ー
の
存
続
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

高
齢
者
の
交
流
、生
き
が
い
づ
く

り
の
場
と
し
て
地
域
の
皆
様
と
十
分
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

八
十
里
越
道
路
を
活
用
し
た
文
化
交

流
に
つ
い
て

 

質
問  

工
事
用
道
路
と
仮
橋
を
通
じ
て
三
条

市
と
福
島
県
只
見
町
が
つ
な
が
っ
た
。全
面

開
通
ま
で
の
活
用
は
ど
う
か
。互
い
の
民
話

や
歴
史
で
文
化
交
流
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

関
係
す
る
市
、町
、商
工
会
、観
光

協
会
、県
と
国
か
ら
な
る
八
十
里
越
道
路

暫
定
的
活
用
検
討
懇
談
会
を
立
ち
上
げ

た
。文
化
面
、経
済
面
な
ど
幅
広
い
交
流

を
始
め
た
い
。

　
防
災
教
育
に
つ
い
て

 
質
問  
女
性
は
教
育
、子
育
て
、健
康
づ
く

り
、高
齢
者
支
援
に
直
接
関
わ
る
。地
域
防

災
の
担
い
手
と
し
て
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
て
は
ど
う
か
。防
災
教
育
を
充
実

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

よ
り
多
く
の
方
が
防
災
の
知
識
を

も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
よ
う
自
主
防

災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
説
明
会
を
実
施
し
て
き
た
。さ
ら
な
る

女
性
の
参
加
を
働
き
か
け
た
い
。悲
惨
な

教
訓
を
学
ん
だ
水
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、防
災
教
育
に
力
を
入
れ
た
い
。

　
河
川
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

 

質
問  

８
月
23
日
五
十
嵐
川
の
渡
瀬
橋
上

流
で
水
難
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
。安
全
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。学
校
で

は
ど
の
よ
う
に
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
の

か
。危
険
箇
所
に
危
険
を
喚
起
す
る
看
板
設

置
の
拡
充
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

 

答
弁  

河
川
の
利
用
に
つ
い
て
は
、自
由

利
用
の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。県
で

巡
視
を
し
て
い
る
が
利
用
者
自
身
に
よ
る

安
全
対
策
が
最
重
要
で
あ
る
。ま
た
、着

衣
泳
を
多
く
の
学
校
で
行
っ
て
い
る
。こ

の
度
の
事
故
を
受
け
、改
め
て
注
意
喚
起

の
指
導
を
学
校
に
通
知
し
た
。三
条
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
で
注
意
喚
起
看
板

を
設
置
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

他市の消防バイク

国道289号八十里越工事現場

小
中一貫
教
育
に
お
け
る
職
員
体
制

に
つ
い
て

 

質
問  

子
ど
も
に
接
す
る
職
員
の
体
制
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
弁  

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
加
配

教
員
な
ど
県
に
可
能
な
限
り
配
当
を
要

望
す
る
。市
と
し
て
も
講
師
の
配
置
の
継

続
を
努
力
す
る
。

　
除
雪
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て

 

質
問  

降
雪
時
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に

お
い
て
、除
雪
計
画
に
子
ど
も
の
安
全
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

除
雪
計
画
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ

る
市
民
生
活
の
安
定
の
中
に
包
括
さ
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
だ
が
、よ
り
具
体
的
な

目
的
と
い
う
こ
と
で
検
討
す
る
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

 

質
問  

一ノ
木
戸
商
店
街
で
10
月
着
工
、12

月
開
設
予
定
の
中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点

施
設
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

 

答
弁  

将
来
的
に
は
、三
条
マ
ル
シ
ェ
の
企

画
の
場
、地
域
住
民
の
活
力
を
生
か
す
た

め
の
場
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
拠
点

に
し
た
い
。ま
ず
は
ま
ち
づ
く
り
相
談
窓

口
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
、喫
茶
、空
き
店
舗
出

店
に
つ
な
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
整
備

す
る
。収
益
で
運
営
を
賄
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、当
面
は
行
政
か
ら
助
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
市
と
県
に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て

 

質
問  

県
知
事
選
後
の
県
政
へ
の
期
待
は
ど

う
か
。

 

答
弁  

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
及
び
併
設

基
幹
病
院
の
設
置
や
五
十
嵐
川
水
系
の

抜
本
的
な
河
川
改
修
は
市
が
頭
を
下
げ

て
お
願
い
す
る
こ
と
で
は
な
く
、県
が
率

先
す
べ
き
。救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は

「
ま
ず
市
町
村
で
の
議
論
の
整
理
」と

な
っ
た
が
、こ
の
先
は
県
の
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
。

　

産
業
振
興
で
は
、新
潟
港
の
活
用
に

も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。観
光
振
興

で
は
、県
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
る
。

小
中一貫
教
育
に
関
心
の
高
い
教
員
の
加

配
に
つ
い
て
は
、さ
ら
に
協
議
の
場
を
求

め
、特
別
支
援
教
育
指
導
員
増
員
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
と
求
め
て
い
く
。

国
道
４
０
３
号
、国
道
２
８
９
号
バ
イ

パ
ス
の
早
期
着
工・完
成
に
つ
い
て

 

質
問  

都
市
計
画
道
路
で
あ
る
国
道
２
８
９

号
バ
イ
パ
ス(

大
島
東
大
崎
線)

、国
道
４
０
３

号
バ
イ
パ
ス(

三
条
北
バ
イ
パ
ス)

は
、自
動
車

交
通
需
要
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
向
こ
う
40
年
間

こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
役
目
を
果
た
す

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、早
期
着
手
と
早

期
完
成
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
弁  

新
市
建
設
計
画
登
載
事
業
に
登

載
さ
れ
て
い
る
事
業
は
着
実
に
進
捗
し

て
い
る
し
、国
の
直
轄
事
業
で
あ
る
国
道

８
号
拡
幅
、国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
区

間
に
つ
い
て
は
相
応
の
成
果
が
出
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
県
の
所
管
す
る
国
道

２
８
９
号
バ
イ
パ
ス
、国
道
４
０
３
号
バ
イ

パ
ス
は
、国
と
県
の
財
政
的
な
体
力
の
差

か
ら
事
業
進
捗
で
は
不
利
な
状
況
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

今
後
も
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
、新
規
着
手
区
間
に
関
し
国
の

権
限
代
行
へ
の
運
動
と
早
期
完
成
を
国
、

県
そ
れ
ぞ
れ
に
要
望
し
て
い
き
、国
道

２
８
９
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
同
じ
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

い
じ
め・不
登
校
児
童
生
徒
へ
の 

対
応
に
つ
い
て

 

質
問  

い
じ
め
な
ど
問
題
が
生
じ
た
際
の
教

育
委
員
会
の
対
応
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

学
校
と
連
携
し
対
応
策
を
検
討

し
て
い
る
。

 
質
問  
い
じ
め
や
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
に
つ
な

が
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
う
さ
な
ど
、リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
に
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

 

答
弁  

小
学
校
は
社
会
科
、中
学
校
は
技

術
家
庭
科
で
教
え
、関
係
機
関
か
ら
講
師

を
招
き
特
別
授
業
を
し
て
い
る
学
校
も

あ
る
。

 

質
問  

中
学
3
年
生
の
進
路
指
導
は
、不
登

校
生
を
含
め
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
弁  

市
内
共
通
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
個
に
応
じ
た
進
路
指
導
に
努
め
て
い

る
。

 

質
問  

適
応
支
援
教
室
を
栄
、下
田
地
区
で

も
行
い
、ま
た
夜
間
の
開
設
も
し
て
は
ど
う

か
。

 

答
弁  

要
望
が
出
さ
れ
る
中
で
検
討
し
た

い
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

 

質
問  

来
春
に
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、市
長
の
見
解
は
ど

う
か
。

 

答
弁  

安
全
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
市

長
と
し
て
の
立
場
を
聞
く
の
は
お
門
違
い

だ
。

　
防
災
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

質
問  

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た

め
に
長
期
ス
パ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、防
災

ま
ち
づ
く
り
学
校
を
市
民
対
象
に
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

中心市街地拠点施設が予定される一ノ木戸商店街

河川敷の注意喚起の看板

一 般 質 問 一 般 質 問
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答
弁  

短
期
間
で
基
本
的
な
知
識
を
養

成
す
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
し
て
い
る
た
め

考
え
て
い
な
い
。

指
定
文
化
財
の
保
護
と
市
民
力
、 

地
域
力
に
つ
い
て

 

質
問  

井
栗
地
区
４
つ
の
文
化
財
の
中
で
、

万
葉
の
藤
の
保
護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
の
か
。

 

答
弁  

市
指
定
文
化
財
の
管
理
と
活
用

に
補
助
を
し
て
い
る
。万
葉
の
藤
の
樹
勢

回
復
事
業
に
つ
い
て
、管
理
組
合
と
連
携

し
て
支
援
を
進
め
て
い
る
。

  

パ
ル
ム
訴
訟
と
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
に
つ
い
て

 

質
問  

訴
訟
の
長
期
化
は
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
和
解
協
議
な

ど
早
期
円
満
解
決
の
方
向
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

 

答
弁  

外
的
要
因
は
変
化
が
な
い
の
で
司

法
の
中
で
粛
々
と
進
め
て
い
く
。一日
も
早

い
解
決
を
望
む
の
が
本
旨
で
あ
る
。

  

三
条
市
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

 

質
問  

栄
北
小
、井
栗
小
と
教
職
員
に
よ
る

深
刻
な
事
例
が
続
い
た
。教
育
へ
の
信
頼
回

復
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

 

答
弁  

県
教
育
委
員
会
の
処
分
を
厳
粛

に
受
け
止
め
、子
ど
も
た
ち
の
今
後
の
対

応
に
努
力
を
続
け
た
い
。一体
校
の
課
題
を

引
き
継
ぎ
し
っ
か
り
推
進
し
た
い
。

震
災
瓦
れ
き
処
理
の
課
題
と
地
元
住

民
の
意
見
に
つ
い
て

 
質
問  
理
解
を
得
る
た
め
、責
任
者
自
ら
頭

を
下
げ
て
お
願
い
す
る
姿
勢
が
必
要
で
な
い

か
。焼
却
灰
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

答
弁  

漠
然
と
し
た
不
安
に
は
冷
静
な
議

論
で
対
応
す
る
。飛
灰
は
キ
レ
ー
ト
化
し

た
塊
を
さ
ら
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
、整

備
後
の
処
分
場
に
埋
め
立
て
る
。

　
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

質
問  

小
学
生
、中
学
生
の
長
期
欠
席
、不

登
校
が
増
え
て
い
る
が
対
策
は
ど
う
か
。ま

た
、先
進
的
事
例
で
は
相
模
原
市
立
中
野
中

学
校
で
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
に
よ
り
学
校

が
改
善
し
た
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 

答
弁  

不
登
校
の
現
状
は
、今
年
１
学
期

で
43
人
で
あ
る
。子
ど
も
た
ち
が
学
校
が

楽
し
み
で
あ
る
よ
う
、指
導
を
工
夫
す
る

よ
う
学
校
に
働
き
か
け
て
い
る
。今
後
先

進
例
を
指
導
の
参
考
に
し
た
い
。

　
道
路
行
政
に
つ
い
て

 

質
問  

幹
線
道
路
等
の
維
持
管
理
は
、適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
弁  

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、自
治
会
の
要

望
等
に
よ
り
補
修
、維
持
管
理
に
努
め
て

い
る
。

 

質
問  

堤
防
の
道
路
部
分
と
の
り
面
の
除

草
が
異
な
る
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

か
。

 

答
弁  

堤
防
の
肩
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
ま
で

は
道
路
管
理
者
、の
り
面
は
河
川
管
理
者

で
除
草
を
行
う
。現
地
確
認
を
行
い
善
処

す
る
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

 

質
問  

国
道
４
０
３
号
は
死
亡
事
故
が
増
え

て
い
る
。鬼
木
自
治
会
長
か
ら
信
号
機
設
置

の
要
望
が
市
に
出
た
が
、県
の
公
安
委
員
会

に
も
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

 

答
弁  

栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
開
通
に
よ
り
、交
通
量
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。新
潟
県
に
要
望
す
る
。

　
震
災
瓦
れ
き
に
つ
い
て

 

質
問  

試
験
焼
却
の
日
程
が
決
ま
っ
た
場
合

の
市
民
へ
の
周
知
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

答
弁  

地
元
自
治
会
に
は
直
接
連
絡
す

る
。議
会
、報
道
関
係
に
も
知
ら
せ
る
。

 

質
問  

県
と
の
合
意
事
項
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
検
査
は
県
が
行
う

が
、２
か
月
後
の
結
果
が
出
て
か
ら
受
け
入

れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

答
弁  

検
査
は
必
要
だ
と
思
う
が
義
務

事
項
で
は
な
い
の
で
結
果
は
待
た
な
い
。

 

質
問  

ア
ス
ベ
ス
ト
の
検
査
を
含
め
労
働
環

境
の
安
全
確
保
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

 

答
弁  

５
市
で
検
討
す
る
。ま
た
、作
業

員
用
の
個
人
線
量
計
を
つ
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

 

質
問  

清
掃
セ
ン
タ
ー
、最
終
処
分
場
の
ど

ち
ら
も
地
元
が
反
対
し
て
い
る
が
三
条
市

の
対
応
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

福
島
新
田
甲
自
治
会
は
放
射
能

物
質
に
対
す
る
不
安
感
か
ら
反
対
さ
れ

て
い
る
が
、最
終
処
分
場
に
お
い
て
三
重

の
防
護
策
を
講
じ
て
不
安
の
払
し
ょ
く
に

努
力
す
る
。

 

質
問  

風
評
被
害
も
含
め
農
地
に
被
害
が

あ
っ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
は
ど
こ
か
。受

け
入
れ
を
決
め
た
市
長
の
責
任
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

震
災
廃
棄
物
の
み
な
ら
ず
市
政

全
般
の
責
任
は
市
長
に
帰
結
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。ま
た
風
評
被
害
な
ど
の
実
害
の

保
障
は
環
境
省
が
行
う
。

新
学
期
を
迎
え
教
育
委
員
会
の
い
じ
め
、

不
登
校
解
消
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

質
問  

大
津
市
教
育
長
襲
撃
事
件
に
つ
い
て

の
所
見
は
ど
う
か
。い
じ
め
と
不
登
校
は
密

接
な
関
係
に
あ
る
が
、市
内
小
中
学
校
の
現

在
の
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、不
登
校
の
最

大
欠
席
期
間
は
何
日
か
。欠
席
に
お
け
る
学

力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
学
校
の
対
応
と

指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。道
徳

教
育
の
充
実
が
必
要
と
思
う
が
そ
の
計
画

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

大
津
事
件
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
は

差
し
控
え
た
い
。１
学
期
末
で
い
じ
め
23

件
、不
登
校
30
日
以
上
の
欠
席
43
人
で
あ

り
、子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
本
人
、保
護

者
の
希
望
を
聞
き
支
援
し
て
行
き
た
い
。

教
育
プ
ラ
ン
の
中
、知
徳
体
の
三
本
柱
の

徳
の
部
分
で
心
の
豊
か
さ
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。

 

地
球
温
暖
化
対
策
CO₂
削
減
25
％
に
つ
い
て

 

質
問  

原
発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

中
、削
減
目
標
は
可
能
か
。新
潟
県
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
利
用
の
取
り
組
み
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
計
画
は
ど
う
か
。

 

答
弁  

温
暖
化
対
策
は
国
の
責
務
と
思

う
。三
条
市
の
資
源
を
生
か
し
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
運
用
は
県
の
ジ
ェ
イ

バ
ー
制
度
の
認
証
を
受
け
て
い
る
。

 

川
通
ど
れ
み
保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て

 

質
問  

平
成
24
年
６
月
26
日
に
教
育
委
員

会
と
保
育
園
の
連
名
で
保
護
者
に
対
し
て

「
ご
不
安
や
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
に

対
し
、お
詫
び
を
し
ま
す
」と
の
文
書
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
の
か
。

 

答
弁  

園
と
保
護
者
の
間
で
十
分
な
意

思
疎
通
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、説

明
不
足
な
ど
か
ら
保
護
者
の
不
安
に
つ
な

が
っ
た
。保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ

れ
る
保
育
園
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
パ
ル
ム
１
裁
判
に
つ
い
て

 

質
問  

市
長
は
、裁
判
所
が
尋
問
の
必
要
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、尋
問
に
応
ず
る

考
え
は
あ
る
か
。

 

答
弁  

裁
判
官
の
進
め
て
い
く
裁
判
に
は

協
力
し
て
い
く
立
場
で
あ
る
。

 

質
問  

証
人
尋
問
で
市
の
担
当
者
は
覚
書

の
存
在
は
知
っ
て
い
た
が
、基
本
的
に
契
約

行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
認
識
で
あ
る

と
証
言
し
て
い
る
が
、覚
書
は
契
約
行
為
な

の
か
。

 

答
弁  

ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
も
の
全
て

係
争
中
の
案
件
に
絡
む
も
の
で
あ
り
答
弁

は
差
し
控
え
た
い
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

 

質
問  

三
条
市
に
は
第
9
次
交
通
安
全
計

画
が
あ
る
。そ
の
中
で
、地
域
住
民
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
危
険
個
所
の
把
握
、対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、歩
行
者
や
最

近
多
く
な
っ
て
い
る
自
転
車
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

 
答
弁  

随
時
現
場
を
確
認
し
て
安
全
管

理
を
行
っ
て
い
る
。地
域
住
民
の
声
も
そ

の
中
に
反
映
さ
せ
て
い
き
、自
転
車
対
策

や
歩
行
者
の
安
全
対
策
に
も
努
め
る
。

 

地
産
地
消
推
進
店
認
定
制
度
に
つ
い
て

 

質
問  

地
産
地
消
推
進
店
の
認
定
に
つ
い

て
、新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
よ
う
だ

が
、認
定
状
況
や
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

 

答
弁  

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
ー
ト
を
配
布

し
、掲
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、今
年
度
か

ら
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
農
産
物
を
販

売
し
て
も
ら
い
、販
売
促
進
に
努
め
て
い

る
。

 

各
地
域
の
要
望
事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

 

質
問  

自
治
会
要
望
は
、要
望
し
て
も
実
施

し
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
多
く
、実
施
率
も

20
％
に
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。丁
寧
な
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

答
弁  

要
望
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。財
政
状
況
も

考
慮
し
、判
断
基
準
や
事
業
の
評
価
基
準

に
つ
い
て
再
検
討
し
、回
答
も
丁
寧
に
し

た
い
。

市指定文化財「万葉の藤」

国道403号線（鬼木付近）

試験焼却に向けた震災瓦れきの搬入

一 般 質 問 一 般 質 問
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平成２３年度決算を認定 決算審査特別委員会において、一般会計及び
特別会計等の決算状況を審議しました。

13 さんじょう市議会だより
2012年（平成24年）11月1日号 12さんじょう市議会だより

2012年（平成24年）11月1日号

　

議
第
２
号
三
条
市
立
保
育
所
条
例
の一
部
改
正
に
つい
て
、

保
育
の
統
一し
た
方
針
は
、児
童
福
祉
法
に
よ
り
保
育
は
市

が
責
任
を
持
って
行
う
こ
と
か
ら
、市
は
保
育
目
標
、保
育
方

針
を
持
って
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、議
第
３
号
三
条
市
防
災
会
議
条
例
等
の一
部
改
正

に
つい
て
、防
災
会
議
委
員
の
消
防
団
長
が
消
防
団
の
統
合
に

よ
り
３
人
か
ら
１
人
と
な
る
が
、統
合
に
よ
り
そ
の
指
揮
命

令
系
統
の
体
制
は
き
ち
ん
と
つ
く
って
あ
り
、支
障
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
対
策
本
部
は
、情
報
収
集
と
実
際
の
活
動
に
当
た

り
、防
災
会
議
は
審
議
機
関
に
位
置
づ
け
た
。消
防
団
長
は

消
防
団
と
し
て
の
統
一見
解
を
持
って
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、議
第
８
号
平
成
24
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、私
立
保
育
園
改
修
費
補
助
金
に
つい
て
、補
助
対
象

は
、保
育
室
の
増
築
や
調
理
室
の
修
繕
な
ど
保
育
環
境
を
向

上
、充
実
す
る
５
０
０
万
円
以
上
の
施
設
整
備
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

予
防
接
種
の
ポ
リ
オ
に
つ
い
て
、生
ワ
ク
チ
ン
か
ら
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
に
変
わ
る
が
、国
の
財

政
支
援
は
な
く
、市
の
負
担
で

あ
る
。今
後
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

に
ポ
リ
オ
を
加
え
た
四
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
て
い
く
中

で
、そ
れ
な
り
の
期
待
は
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

学
校
の
暖
房
方
式
に
つ
い
て
、

ボ
イ
ラ
ー
式
と
Ｆ
Ｆ
式
な
ど
が

あ
る
が
、22
年
度
か
ら
暖
房
の
修

繕
は
、ボ
イ
ラ
ー
式
か
ら
Ｆ
Ｆ
式

に
改
修
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

議
第
１
号
三
条
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つい
て
、行
政
代
執
行
法
で
は
、非
常
の
場
合
ま

た
は
危
険
切
迫
の
場
合
に
お
い
て
、手
続
き
を
取
る
い
と
ま

が
な
い
と
き
は
、そ
の
手
続
き
を
経
な
い
で
代
執
行
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。実
態
を
見
た
中
で
判

断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、議
第
８
号
平
成
24
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、地
域
除
雪
支
援
体
制
づ
く
り
事
業
に
つい
て
、対
象

と
な
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
等
の
範
囲
は
、事
業
を

実
施
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、基
本
的
に
地
元
の

民
生
委
員
に
判
断
い
た
だ
く
形
で
考
え
て
い
る
が
、柔
軟
に

や
って
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

自
殺
予
防
啓
発
に
つい
て
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
は
、直
接

本
人
で
は
な
く
、周
り
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
人
た
ち
を
い
か

に
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
、周
り
の
方
に
啓
発

を
図
って
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、完
熟
堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
、学

校
給
食
の
残
り
は
予
定
に
近
い
数
量
で
搬
入
し
た
が
、事
業

所
系
の
生
ご
み
は
、非
常
に
少
な

い
た
め
、で
き
る
だ
け
生
ご
み
が

入
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

市
営
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い

て
、老
朽
化
し
た
も
の
が
６
割
を

超
え
て
い
る
。長
期
的
な
視
点
に

立
って
、長
寿
命
化
を
推
進
す
る

た
め
、24
年
度
と
25
年
度
で
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

議
第
４
号
三
条
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
条
例
の一
部
改
正

に
つ
い
て
、条
例
を
廃
止
し
新
た
に
制
定
し
な
い
の
は
、基
本

的
に
既
存
施
設
の
拡
充
、改
修
で
あ
り
、条
例
改
正
の
内
容

そ
の
も
の
が
大
規
模
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、一
部
改
正

に
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、議
第
８
号
平
成
24
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
費
に
つい
て
、空
き
店
舗

の
所
有
者
と
の
契
約
内
容
は
、２
階
部
分
の
使
用
も
含
め
て

月
額
５
万
円
で
５
年
間
で
あ
り
、家
主
と
は
永
続
的
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、と
い
う
こ
と
で
了
解
は
得
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

収
支
計
画
は
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
年
間
約
５
０
０
万
円

に
な
る
の
で
、そ
の
部
分
を
市
が
出
し
て
い
く
が
、チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョッ
プ
に
出
店
し
て
も
ら
い
、運
営
費
を
少
し
で
も
捻
出
し

て
い
く
よ
う
な
形
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
、せ
っ
か
く
取
り
組
ん
だ
の
に
短
期
間
で
終
了
し

て
し
ま
う
こ
と
な
く
、継
続
し
て

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、農
林
水
産
業
総
合
振

興
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、そ
ば

収
穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
後
の

計
画
は
、Ｊ
Ａ
が
約
35
ヘ
ク
タ
ー

ル
刈
り
取
り
の
受
託
を
し
て
い
る

が
、将
来
は
約
45
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

増
や
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会	

森
山　

昭	

委
員
長

児
童
福
祉
法
に
よ
り
、

保
育
は
市
が
責
任
を
持
つ

空
き
家
の
適
正
管
理
条
例
を
制
定

一ノ
木
戸
商
店
街
に

中
心
市
街
地
活
性
化
施
設

市
民
福
祉
常
任
委
員
会	

野
崎
正
志	

委
員
長

経
済
建
設
常
任
委
員
会	

武
石
栄
二	

委
員
長

【歳入】604億 3,777万 1千円
＊内訳

【歳出】579億 6,279万 8千円
＊主な重点政策

自主財源（42.4％） 依存財源（57.6％）

市税	 130億8,152万3千円（21.7％）
諸収入	 81億8,906万3千円（13.5％）
繰入金	 21億5,746万円（	3.6％）
分担金および負担金など	 21億6,471万1千円（	3.6％）

国庫支出金、県支出金	 114億7,586万2千円（19.0％）
地方交付税	 112億186万4千円（18.5％）
市債	 103億5,990万円（17.1％）
地方消費税交付金など	 18億738万8千円（	3.0％）

○地域経済の再活性化
　・農業活性化プラン推進事業	 757万1千円
　・商工業活性化事業　			 	7,289万2千円
　・伝統的地場産業振興事業	 1,930万2千円

○子育て環境の充実
　・裏館小学校改築事業	 6億2,192万2千円
　・第一中学校区小中一体校建設事業	 2億8,261万9千円
　・第二中学校区小中一体校建設事業	 10億6,648万1千円

○スマートウエルネス三条の推進
　・スマートウエルネス三条推進事業	 218万5千円
　・健幸マイレージ事業　					 389万2千円
　・健康運動教室事業　						 1,110万9千円

○シティセールスの推進
　・中心市街地活性化事業	 3,004万4千円
　・観光施設等整備事業　	 9,779万9千円
　・交流拠点施設整備事業　	 3,399万3千円

○市民参加の徹底
　・まちづくり活動支援事業	 2,687万2千円

特　
別　
会　
計

会　計　名 歳　　入 歳　　出
国民健康保険事業 92億6,796万3千円 96億7,619万8千円
後 期 高 齢 者 医 療 7億9,755万6千円 7億9,392万7千円
介 護 保 険 事 業 78億3,260万5千円 77億1,939万8千円
農業集落排水事業 10億6,376万5千円 10億6,356万3千円
勤労者福祉共済事業 2,107万1千円 940万円
公 共 下 水 道 事 業 28億5,332万6千円 28億4,506万5千円
　 合 　 　 計 　 822億7,405万7千円 800億7,034万9千円

水道
事業
会計

収益的収入 収益的支出
20億9,666万1千円 20億7,242万3千円
資本的収入 資本的支出

1億7,061万4千円 5億9,673万3千円

※資本的収支不足額は、損益勘定留保資金など
で補充

伝統的地場産業振興事業（鍛冶まつり）

地域ブランド推進事業（ふるさとの食 全国フェスティバル：東京都）

スマートウエルネス三条・中心市街地活性化事業（三条マルシェ）

み な さ ん の 税 金 が こ の よ う に 使 わ れ ま し た

平 成 2 3 年 度 決 算 審 査



決
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会
審
査
状
況
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総
務
文
教
分
科
会

　

歳
入
で
は
、
合
併
特
例
債
の
使
用
状
況
に

つ
い
て
、
限
度
額
は
２
７
８
億
円
で
、
23
年

度
末
ま
で
に
１
６
７
億
円
を
発
行
し
、
24
年

度
は
31
億
円
を
、
さ
ら
に
25
年
度
以
降
の
新

市
建
設
計
画
登
載
事
業
分
と
し
て
49
億
円

を
予
定
し
て
お
り
、
差
し
引
き
約
30
億
円

が
残
っ
て
い
る
。
使
い
道
は
今
後
の
財
政
状

況
を
勘
案
し
た
中
で
、
ど
う
活
用
し
て
い
く

の
か
、
既
存
事
業
の
振
り
替
え
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
市
民
の
意
見
を
考
慮
し
て

市
の
意
思
決
定
を
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
期
間
に
つい
て
、
事
務
的
な
都
合

で
２
週
間
程
度
と
な
っ
た
が
、
今
後
は
、
実

施
要
綱
に
あ
る
、
お
お
む
ね
３
週
間
を
き
っ

ち
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
し
て
事
務
を
進
め

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
に
つ
い
て
、
児

童
虐
待
な
ど
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が一番
の
防
止
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
も
広
く
市
民

に
広
報
し
て
い
き
、い
ろ
ん
な
手
だ
て
を
使
っ

て
情
報
が
収
集
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
対
策
に
つ
い

て
、
未
然
防
止
や
発
生
し
た
場
合
に
対
応

す
る
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
員
や
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
指
導
員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人

配
置
し
て
い
る
。
い
じ
め
に
つ
い
て
は
見
落

と
し
や
見
逃
し
の
な
い
よ
う
、
教
師
が
子
ど

も
と
面
談
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
あ
り
よ
う

を
十
分
に
見
極
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

市
民
福
祉
分
科
会

　
一
般
会
計
の
民
生
委
員
の
活
動
費
に
つ
い

て
、
世
帯
調
査
等
委
託
料
を
支
給
し
て
い

る
が
、
仕
事
量
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
も
与
え
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
気
持
ち
よ
く
協
力
し
て

い
た
だ
く
に
は
、
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
て
整

備
し
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
三
条
推
進
事
業
の

知
的
支
援
基
盤
の
設
置
状
況
に
つい
て
、
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
三
条
推
進
会
議
を
設
置

し
、
各
専
門
分
野
の
方
々
か
ら
事
業
の
効

果
や
影
響
を
評
価
し
、
今
後
の
施
策
の
あ

り
方
に
提
言
を
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

小
中
学
校
体
育
系
活
動
支
援
に
対
す
る

地
域
指
導
員
の
活
動
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今

後
社
会
体
育
で
見
る
べ
き
ジ
ュニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

と
、
学
校
が
コ
ア
な
部
分
と
し
て
見
て
い
く

部
分
と
を
き
ち
ん
と
分
け
た
中
で
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
の
ジ
ュニ
ア
育
成
と
支
援
を
議

論
し
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
介
護
認
定
の
申
請
か
ら
判
定
ま
で

の
期
間
が
、
国
の
方
針
の
お
お
む
ね
30
日

と
い
う
期
間
に
ど
う
し
て
も
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
に
つい
て
は
、

申
請
後
で
あ
れ
ば
介
護
認
定
の
判
定
結
果

が
出
な
い
間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
柔
軟
な
体
制
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

経
済
建
設
分
科
会

　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
費
で
は
、
三

条
マ
ル
シ
ェの
効
果
に
つ
い
て
、
空
き
店
舗
へ

の
出
店
数
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
、
市

民
力
の
強
化
、
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
５

つ
の
商
店
街
で
「
三
条
街
」
と
い
う
３
種

類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
を
行
っ
た
こ

平
成
24
年

第

４

回

　

第
４
回
臨
時
会
は
、７
月
17
日
に
開
か
れ
、「
裏
館

小
学
校
体
育
館
棟
改
築
建
築
本
体
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」な
ど
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
求
め
る
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ
、全
て
原

案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○：議案に対して賛成　　×：議案に対して反対

会派名 　　　
（下段は所属議員数）　

　議　案

自
由
ク
ラ
ブ

新
政
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

清

流

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

無

所

属

議

決

結

果
区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 10 4 4 3 2 2 1

〔市長提出〕

そ　
の　

他

議第
１号

裏館小学校体育館棟改築建築本体工
事請負契約の締結について

鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造
地上２階建
延床面積	 2,633．19㎡
契約金額	 5億85万円
契約者　	 小柳・平成特定共同企業体

○ ○ ○ ※
１ ○ ○ ○ 同意

議第
２号

裏館小学校体育館棟改築機械設備
工事請負契約の締結について

契約金額	 3億4,440万円
契約者
	 ナガオケ・新潟設備特定共同企業体

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

※１　西川重則議員、横山一雄議員は賛成。山田富義議員は反対。

　

議
第
１
号
裏
館
小
学
校
体
育
館
棟
改
築
建

築
本
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つい
て
反
対

す
る
。

　

特
定
の
業
者
だ
け
が
三
条
市
発
注
の
工
事
、

受
注
高
を
伸
ば
し
、
三
条
市
の
主
た
る
物
件
、

大
型
物
件
は
特
定
の
業
者
に
受
注
が
集
中
し
、

三
条
市
お
抱
え
業
者
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
っ
て
い
る
。
特
定
の
業
者
だ
け
が
利

益
を
上
げ
、入
札
の
公
平
性
、透
明
性
が
な
い
。

　

あ
る
業
者
は
、
各
専
門
業
者
の
入
札
に
ま

で
参
加
し
、
低
入
札
で
自
社
の
力
を
誇
示
し
、

従
わ
せ
る
や
り
方
は
如
何
な
も
の
か
。
こ
れ
で

は
、
弱
小
業
者
に
対
す
る
い
じ
め
で
あ
る
。
今

の
ま
ま
で
は
三
条
市
の
建
設
業
界
は
１
社
を
除

き
、
多
数
の
会
社
の
将
来
が
な
い
。

　

三
条
市
は
、
２
年
連
続
除
雪
対
策
本
部
を

設
置
し
、
市
内
の
建
設
業
者
か
ら
除
雪
作
業

に
大
変
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
現
状

で
は
小
規
模
な
建
設
業
者
は
、
除
雪
機
械
の

維
持
が
出
来
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

災
害
は
い
つ
襲
って
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
災

害
復
旧
や
除
雪
作
業
に
地
元
の
建
設
業
者
は

大
切
で
あ
り
、
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

討　
　
　
　
　
論

７
月
臨
時
会

議 案 賛 否 一 覧

と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
費
で
は
、
燕
三
条
ブ

ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
燕
三

条
の
製
品
を
国
内
外
の
展
示
会
へ
出
展
し

た
り
、
Ｆ
Ｍ
や
燕
三
条
Ｗ
ｉｎｇ
な
ど
を
使
っ

て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
る
。
燕
三
条
地
域
が
持
っ
て
い
る
良
さ
を

我
々
が
再
認
識
し
、
全
体
の
取
り
組
み
状

況
を
踏
ま
え
て
引
き
続
き
燕
三
条
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
向
上
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

新
保
裏
館
線
道
路
改
築
事
業
の
進
捗
状

況
に
つい
て
、
現
在
は
信
越
本
線
真
下
の
ア

ン
ダ
ー
部
分
の
工
事
を
Ｊ
Ｒ
に
委
託
し
着

手
し
て
お
り
、
26
年
度
末
を
目
標
に
鋭
意

施
工
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
10
月
に
策
定
し

た
平
成
27
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
三
条
市
水

道
事
業
中
期
経
営
計

画
で
は
、
水
需
要
の

落
ち
込
み
も
加
味
し

た
中
で
期
間
内
に
事

業
が
赤
字
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
見
込
ん
で
お

り
、
そ
の
期
間
で
の
値

上
げ
は
予
定
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

インターネットで市議会の模様を
配信しています

◦９月定例会本会議の模様は、録画中継でご覧いただけます。
　なお、録画中継は正式な会議録の公開前に、本会議での議員や
市長等の発言を動画で配信するものです。

◦定例会、臨時会の本会議の模様は、生中継でご覧いただけます。
◦このほかに、市ホームページで本会議および委員会等の会議録
を閲覧できます。
三条市ホームページ（http://www.city.sanjo.niigata.jp/）

合
併
特
例
債
残
り
30
億
円

負
担
の
大
き
い
民
生
委
員

マ
ル
シ
ェ
貢
献
！

中
心
市
街
地
活
性
化

７月 臨 時 会 平 成 2 3 年 度 決 算 審 査



古紙配合率100％再生紙を使用しています

 ５日（水） 本会議　提案説明
 ６日（木） 本会議　大綱質疑～委員会付託、一般質問
 ７日（金） 本会議　一般質問
 １０日（月） 本会議　一般質問
 １１日（火） 本会議　一般質問
 １２日（水） 市民福祉常任委員会
 １３日（木） 経済建設常任委員会
 １４日（金） 総務文教常任委員会
 １９日（水） 本会議　委員長報告～採決

12月定例会日程

議会日誌さんじょう
市議会だより

11.1発行
No.6

2012 

平成24年9月定例会（9月5日～27日）

次の定例会の開催予定は

12/5㈬～

裏館小学校

小中一体校の一ノ木戸小学校

旧校舎

旧校舎 議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

情報発信中！ パソコン検索画面
電 話：0256-34-5511（内線347）
ＦＡＸ：0256-33-8861
メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

議会だよりへの
ご意見・ご要望は、こちらまで。

【議会報編集委員会】
委 員 長　島田伸子
副委員長　武藤元美
　　　　　佐藤和雄　名古屋豊　山田富義　笹川信子　佐藤宗司

発行/三条市議会   編集/議会報編集委員会   責任者/議長  熊倉 均
三条市議会事務局
電話： 0256-34-5511（代）内線347       Fax ： 0256-33-8861
http : //www.city.sanjo.niigata.jp/　E-mail ： gikaij@city.sanjo.niigata.jp

市政を問う

平成23年度決算審査 P13

議案賛否一覧 P2

大綱質疑 P4

一般質問 P6

議 論を重ねています

2学期からスタート！！
希望あふれる新校舎

三条市議会 検索

　残暑が続く中の９月議会と
市議会だよりの編集作業でし

たが、10月に入ると朝晩はめっきりと涼しくなりました。気持ちが
良くて、眠りが深くなったような気がします。
　「携帯電話やパソコン、ゲームなどのディスプレー画面の光
によって睡眠に影響が出る」という話を聞きました。睡眠誘導ホ
ルモンであるメラトニンの分泌が抑制されるためのようです。
　小さな画面に集中すると交感神経が活性化されて目がさえ
てしまい、睡眠不足につながるようです。
　秋深し、ついつい夜更かししてしまいがちです。くれぐれもお
体をご自愛ください。

編 集 後 記

 7月
 ２日 神奈川県藤沢市議会視察来条
 ３日 千葉県八千代市議会視察来条
   自由クラブ行政視察　～５日

（北海道室蘭市、三笠市、小樽市）
 4日 愛知県北名古屋市議会視察来条
 ５日 埼玉県川越市議会視察来条
 ６日 議会運営委員会
 ９日 議会報編集委員会
  北海道室蘭市議会視察来条
 10日 議会運営委員会
　  三市議長会議・三市議会議員合同研

修会（田上町）
 11日 東京都府中市議会視察来条
 　　 清流・佐藤(宗)議員行政視察　～１３

日（北海道札幌市、泊村、千歳市）
 １７日 第４回臨時会本会議
 　　 小中一貫教育等調査特別委員会
 １８日 議会報編集委員会
  宮崎県西都市議会視察来条
 １９日 岩手県二戸市議会視察来条
 ２０日 議会報編集委員会
 ２１日 自治体学校[日本共産党議員団]　

～２３日（静岡県浜松市）
 ２３日 市民福祉常任委員協議会
 ２４日 国道２８９号線建設期成同盟会総会

（東京都）
  栃木県栃木市議会視察来条
  村上市議会視察来条
 ２５日 広島県呉市議会視察来条

 ２６日 兵庫県稲美町議会視察来条
 ２７日 大阪府富田林市議会視察来条
 　 東京都品川区議会視察来条
 ３０日 新潟県特別豪雪地帯市町村議会協

議会県要望
 　 東京都中野区議会視察来条
 ３１日 群馬県前橋市議会視察来条

 8月
 １日 埼玉県白岡町議会視察来条
 ２日 五十嵐川等改修事業調査特別委員

会
  経済建設常任委員協議会
 ３日 新潟県特別豪雪地帯市町村議会協

議会中央要望
 ６日 埼玉県越谷市・吉川市・松伏町議会視

察来条
 ７日 埼玉県上尾市議会視察来条
  ８日 佐賀県鹿島市議会視察来条
 21日 佐賀県唐津市議会視察来条
 ２２日 中越地区市議会議員合同研修会

（長岡市）
 ２８日 千葉県柏市・我孫子市議会視察来条
  新潟県市議会議長会秋季定期総会

（佐渡市）
 ２９日 各派代表者会議
　 　 議案概要説明会
　  議会運営委員会

 9月
 ４日 議会運営委員会
 ５日 本会議[決算審査特別委員会設置～

委員選任、提案説明]
  決算審査特別委員会
 ７日 本会議[大綱質疑～委員会付託、

一般質問]
 １０日 本会議[一般質問]
 １１日 本会議[一般質問]
 １２日 本会議[一般質問]
  議会報編集委員会
 １３日 市民福祉常任委員会
  市民福祉常任委員協議会
 １４日 経済建設常任委員会
 １８日 総務文教常任委員会
  総務文教常任委員協議会
 １９日 決算審査特別委員会[市民福祉分科会]
 ２０日 決算審査特別委員会[経済建設分科会]
 ２１日 決算審査特別委員会[総務文教分科会]
 ２５日 決算審査特別委員会
 ２６日 各派代表者会議
　  議会運営委員会
 ２７日 本会議[委員長報告～採決]
　  経済建設常任委員協議会

みなさんの税金が
このように使われました
みなさんの税金が
このように使われました

ざくろの実

さんじょう市議会だより
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